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本日付公表の適時開示に関する補足説明資料
・「国内資産の取得及び譲渡に関するお知らせ」
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◼ 本譲渡予定価格は帳簿価額の193%、鑑定評価額の123%。潜在価値を織り込んだ価格での譲渡によって約11億円の譲渡益を見込む。

◼ 本譲渡により16期連続で譲渡益を計上。潤沢な含み益の顕在化により、資産回転型戦略による投資主価値の最大化を加速。

（注1）帳簿価額は譲渡予定日時点の帳簿価額見込額です。
（注2）譲渡益見込額は譲渡予定価格と帳簿価額及び譲渡関連諸費用の差額として算定された参考数値であり、実際の譲渡損益とは異なる場合があります。

３つの強化
資本効率を高め、投資主価値を最大化する施策を拡充

投資主還元
の強化

資産回転型
戦略の強化

内部成長
の強化
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含み益額の推移

2017年11月期（第32期）以降、毎期譲渡益
を計上するも、依然として含み益額は拡大傾向。

潤沢な含み益の顕在化により、
分配原資及び成長資金の獲得を継続。

(百万円)

Of-34 麹町HFビル

本譲渡の概要

所在地 東京都千代田区

延床面積 3,314.53㎡

譲渡予定日 2025年3月19日

建築時期 1994年3月31日

帳簿価額 (注1) 1,345百万円

鑑定評価額（2024/11時点） 2,110百万円

譲渡予定価格 2,600百万円

譲渡益見込額 (注2) 1,122百万円

資産回転型戦略による本譲渡の概要
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内部成長資産の獲得

• 本取得物件はＪＲ山手線、東京メトロ南北線、都営地下鉄三田線、東急目黒線「目黒」駅
から徒歩4分に位置し、複数路線の利用により都内各地へのスムーズなアクセスが可能です。
「目黒」駅周辺には商業施設や飲食店が集積し生活利便性に優れる一方、近隣にはお花見ス
ポットとして有名な目黒川が流れ、住宅地として人気を集めるエリアです。

• 本取得物件は32.92～47.33㎡のStudioタイプ（37戸）、44.35㎡～73.75㎡の1LDKタ
イプ（16戸）、72.36㎡～91.58㎡の2LDKタイプ（11戸）で構成されており、主にDINKs、
ファミリー層を中心とした需要が見込まれます。設備水準については、オートロック、防犯カメラ、TV
インターホン等防犯面に配慮されているほか、バス・トイレ別、浴室乾燥機、温水洗浄便座、宅
配ボックス等が備えられています。本取得物件は専有部のバリューアップ工事が進められており、
全64戸中37戸について工事が完了しています。また2024年2月に外壁改修工事を、2024年
8月には居室からフィットネスジム及びラウンジへのコンバージョン工事を実施しており、共用施設に
ついても充実しています。これら物件バリューアップ工事による付加価値により、今後の賃料増額
による更なる内部成長が期待される物件です。

HF目黒行人坂レジデンス

所在地 東京都目黒区

延床面積 5,189.55㎡

建築時期 2002年10月24日

取得予定価格 5,300百万円

鑑定評価額（2025/2時点） 6,300百万円

取得予定日 2025年3月19日

NOI利回り（注） 4.1%

減価償却後NOI利回り（注） 3.6%

（注）NOI利回り ＝ 運用純収益（NOI）÷ 取得予定価格 / 減価償却後NOI利回り ＝（NOI－減価償却費）÷ 取得予定価格
NOIは取得予定資産の鑑定評価書に記載された直接還元法による収益価格の前提となる1年間のNOIを用いています。減価償却費は本投資法人が耐用年数に応じて試算した値を用いています。
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Ⅴ

（注）2010年10月1日のジャパン・シングルレジデンス投資法人との合併時に、同投資法人から承継した物件は除きます。
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ビルディング
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HF上野
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麹町HFビル

HF九段南
ビルディング

HF仙台レジデンス
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HF西公園
レジデンス

HF晩翠通
レジデンス

HF神田小川町
ビルディング

日総第5ビル

HF関内
レジデンス

HF名駅北
レジデンス
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アクロス新川ビル
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広小路
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レジデンス
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HF高輪
レジデンス

アクロス新川ビル
（追加取得）

HF日本橋兜町
ビルディング

（追加取得）

HF博多東
レジデンスⅡ

HF福岡レジデンス
EAST

大崎CNビルHF正光寺赤羽
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譲渡

HF九大病院前
レジデンス

グレイスビル泉岳寺前
（準共有持分50%）

公募増資

HF白山レジデンス
HF芝公園レジデンス
HF三田レジデンス

三田平和ビル
（底地の50%）

三田平和ビル
（底地の50%）

グレイスビル泉岳寺前
（準共有持分50%）

HF八丁堀レジデンスⅢ
HF阿波座レジデンス

HF湯島ビルディング（底地）
（追加取得）

公募増資

HF東尾久
レジデンス

岩本町ツイン
サカエビル（左）

HF川口駅前
レジデンス

心斎橋フロントビル

栄センタービル
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（追加取得）
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公募増資

HF中之島レジデンス

HF名古屋錦
ビルディング

HF伏見レジデンス
HF今池南
レジデンス

HF中野坂上
レジデンス

HF上野レジデンス
EAST

HF大森町
レジデンス

北浜一丁目
平和ビル

平和不動産
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HF横浜山下
ビルディング

HF北千住
レジデンス

進和江坂ビル

HF曳舟
レジデンス

北浜一丁目
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（追加取得）

第45期
’24/5

第46期
’24/11

北2条ビル

HF日本橋浜町
ビルディング

（準共有持分50％）

HF日本橋浜町
ビルディング

（準共有持分50％）
HF市川レジデンス

公募増資

物件売買及び資産入替の歴史（スポンサー変更後）

本取得

HF目黒行人坂
レジデンス

第47期
’25/5

麹町HFビル



⚫本資料は、情報提供を目的としたものであり、特定の商品の募集・勧誘・営業等を目的としたものではありません。

⚫本資料で提供している情報は、金融商品取引法、投資信託及び投資法人に関する法律、東京証券取引所有価証券上場規程 並びにその他関連法令、関係諸
規則に基づく開示書類または報告書ではありません。

⚫本資料の内容については、将来の予測に関する記述が含まれていますが、こうした記述は、本資料の作成日において入手可能な情報に基づいてなされた本投資法人
および本資産運用会社の判断に基づいて行ったものです。将来の本投資法人の業績、経営結果、財務内容等を保証するものではありません。また、本資料の内容に
関しては、その正確性及び確実性を保証するものではありません。なお、予告なしにその内容が変更または廃止される場合がありますので、予めご了承ください。

⚫本投資法人は、価格変動を伴う不動産およびその関連資産に投資を行うため、経済情勢、金利情勢、投資口に対する需給状況、不動産市況、運用する不動産の
価格や賃料収入の変動、災害等により、投資口の市場価格が下落または分配金の額が減少することで、本投資証券を取得した価格以上の価格で売却できない可
能性があり、 その結果、投資主が損失を被る場合があります。

⚫本投資法人の投資口または投資法人債のご購入に当たっては各証券会社にお問合せください。なお、その際は、契約締結前交付書面（または目論見書）等の内
容を十分にお読みください。

⚫なお、事前の承諾なしに、本資料に掲載されている内容の複製・転用等を行うことを禁止いたします。
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